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１．2026年３月期第３四半期の連結業績（2025年４月１日～2025年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 25,233 △1.7 943 △15.0 1,693 3.4 514 △31.2
2025年３月期第３四半期 25,663 △0.8 1,110 16.6 1,638 18.0 748 △4.6

(注) 包括利益 2026年３月期第３四半期 2,353百万円( 232.0％) 2025年３月期第３四半期 708百万円( △74.7％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2026年３月期第３四半期 11.17 ―

2025年３月期第３四半期 15.75 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年３月期第３四半期 73,891 56,680 71.6

2025年３月期 72,339 55,375 71.6
(参考) 自己資本 2026年３月期第３四半期 52,924百万円 2025年３月期 51,807百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期 ― 4.00 ― 6.00 10.00

2026年３月期 ― 4.00 ―

2026年３月期(予想) 6.00 10.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 34,300 0.5 1,250 △7.4 2,000 △6.6 900 △15.5 20.03
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更 ： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(注)詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2026年３月期３Ｑ 51,755,478株 2025年３月期 51,755,478株

② 期末自己株式数 2026年３月期３Ｑ 6,540,277株 2025年３月期 4,717,851株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年３月期３Ｑ 46,052,594株 2025年３月期３Ｑ 47,499,555株

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は
監査法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想
の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等
の概況（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期連結累計期間の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、地政学的リスク、欧米や中国の景気動向、米国トランプ政

権の関税・通商政策、為替相場等の複合的な要因が相俟って、先行きの不透明な状況が継続しました。

線材加工製品業界においては、普通線材製品でフェンス及び土木の二大需要分野の低迷が継続しました。特殊

線材製品では、自動車向け及び鋼索の需要が減少しました。鋲螺線材製品は、昨年度下期以降の人手不足及び建

設費高騰等の影響が継続し、需要が低迷しました。

また、コスト面では、人件費の上昇に加え、物流費や副原料費等が増加しました。

このような事業環境の中、当社グループは、これらのコスト上昇に対する販価転嫁をはじめ、数量捕捉対策並

びにコスト低減対策等を積極的に推進しました。

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、販売数量の減少により25,233百万円と前年同期に比べ430百

万円（△1.7％）の減収となりました。

利益面においては、販売価格改善等の増益要因が諸コストの上昇を上回ったものの、販売数量が減少したこと

により、営業利益は943百万円と前年同期に比べ166百万円（△15.0％）の減益、経常利益は有価証券売却益等の

増加により1,693百万円と前年同期に比べ55百万円（3.4％）の増益、親会社株主に帰属する四半期純利益は、特

別損失に不採算事業であったタイ関係会社の関係会社整理損を計上したことにより、514百万円と前年同期に比べ

233百万円（△31.2％）の減益となりました。

セグメント別の状況は次のとおりであります。

また、セグメント利益は、営業利益ベースの数値であります。

普通線材製品

普通線材を素材とした各種めっき鉄線、また、めっき鉄線を素線とした加工製品からなり、公共土木向けのか

ご、落石防護網及び民間向けを含めた各種フェンス等に使用されております。

売上高は、物流費や人件費等のコスト上昇に対する販売価格改善の一方で、販売数量が減少したことにより、

6,661百万円と前年同期に比べ312百万円（△4.5％）の減収となりました。

営業利益は、販価改善等の増益要因が、販売数量減等の減益要因を上回ったことにより、303百万円と前年同期

に比べ31百万円（11.4％）の増益となりました。

特殊線材製品

特殊線材を素材とした硬鋼線、各種めっき鋼線、鋼平線、鋼より線、鋼索等からなり、自動車向け、電力通信

向け及び公共土木向け等、多岐に渡って使用されております。

売上高は、物流費や人件費等のコスト上昇に対する販売価格改善等により、13,005百万円と前年同期に比べ327

百万円（2.6％）の増収となりました。

営業利益は、販価改善等の増益要因が、諸コスト上昇等の減益要因を上回ったことにより、419百万円と前年同

期に比べ143百万円（52.1％）の増益となりました。

鋲螺線材製品

鋲螺線材を素材としたトルシア形高力ボルト、六角高力ボルト及びＧＮボルト等からなり、主として建築向け

に使用されております。

売上高は、販売数量の減少及び販売価格低下により、5,093百万円と前年同期に比べ414百万円（△7.5％）の減

収となりました。

営業利益は、販売数量減及び諸コスト上昇等により、134百万円と前年同期に比べ341百万円（△71.7％）の減

益となりました。

不動産賃貸

主に賃貸用不動産を所有・経営しております。

売上高は120百万円と前年同期に比べ２百万円(△1.8％)の減収となりました。

営業利益は73百万円と前年同期に比べ２百万円（△3.0％）の減益となりました。

その他

めっき受託加工等の売上高は399百万円と前年同期に比べ37百万円（△8.6％）の減収となりました。

営業利益は、12百万円と前年同期に比べ１百万円（14.5％）の増益となりました。
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（２）当四半期連結累計期間の財政状態の概況

当第３四半期連結会計期間末の総資産は73,891百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,552百万円の増加とな

りました。流動資産は36,228百万円となり、前連結会計年度末に比べ400百万円の増加となりました。これは主に

有価証券の増加によるものです。固定資産は37,663百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,152百万円の増加と

なりました。これは主に建設仮勘定の増加によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は17,211百万円となり、前連結会計年度末に比べ247百万円の増加とな

りました。流動負債は11,456百万円となり、前連結会計年度末に比べ273百万円の減少となりました。これは主に

短期借入金の減少によるものです。固定負債は5,755百万円となり、前連結会計年度末に比べ520百万円の増加と

なりました。これは主に繰延税金負債の増加によるものです。

当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は56,680百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,304百万円の増加

となりました。この結果、自己資本比率は71.6％となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年３月期の通期の連結業績予想につきましては、2025年11月13日に発表いたしました業績予想からの変更

はありません。なお、実際の業績は、需要業界の活動水準や主副原料及びエネルギー等の価格動向などの様々な

要因により、予想数値と異なる場合があり得ることをご承知置きください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 11,130,212 9,028,537

受取手形及び売掛金 6,546,483 6,066,179

電子記録債権 5,236,614 5,859,308

有価証券 1,286,185 3,667,236

製品 6,685,100 6,577,374

仕掛品 1,430,806 1,178,833

原材料及び貯蔵品 3,255,785 3,330,980

その他 262,878 525,764

貸倒引当金 △5,459 △5,541

流動資産合計 35,828,607 36,228,672

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,423,077 3,447,950

機械装置及び運搬具（純額） 3,588,474 3,289,164

土地 9,179,983 9,180,032

建設仮勘定 158,303 1,254,017

その他（純額） 189,550 180,371

有形固定資産合計 16,539,388 17,351,537

無形固定資産

ソフトウエア 67,144 101,354

ソフトウエア仮勘定 353,279 982,079

その他 2,938 2,914

無形固定資産合計 423,361 1,086,348

投資その他の資産

投資有価証券 17,628,222 17,228,062

長期貸付金 7,475 5,640

退職給付に係る資産 501,612 518,089

繰延税金資産 1,999 1,999

その他 1,437,298 1,500,284

貸倒引当金 △28,825 △28,820

投資その他の資産合計 19,547,783 19,225,255

固定資産合計 36,510,533 37,663,141

資産合計 72,339,141 73,891,813
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2025年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,947,397 2,343,780

電子記録債務 4,981,479 5,084,799

短期借入金 1,150,000 800,000

1年内返済予定の長期借入金 1,380,000 1,300,000

未払金 815,284 1,033,126

未払法人税等 406,552 84,033

賞与引当金 351,198 100,659

解体撤去引当金 31,874 ―

関係会社整理損失引当金 244,713 56,222

その他 420,667 653,500

流動負債合計 11,729,167 11,456,121

固定負債

長期借入金 730,000 330,000

繰延税金負債 2,207,315 3,085,614

役員退職慰労引当金 214,671 9,340

退職給付に係る負債 2,020,737 2,126,945

その他 61,617 203,286

固定負債合計 5,234,341 5,755,186

負債合計 16,963,509 17,211,308

純資産の部

株主資本

資本金 10,720,068 10,720,068

資本剰余金 10,888,051 10,888,051

利益剰余金 26,112,800 26,163,829

自己株式 △1,449,276 △2,034,048

株主資本合計 46,271,643 45,737,899

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,982,683 6,875,137

為替換算調整勘定 259,489 64,086

退職給付に係る調整累計額 293,201 247,698

その他の包括利益累計額合計 5,535,374 7,186,922

非支配株主持分 3,568,614 3,755,683

純資産合計 55,375,632 56,680,505

負債純資産合計 72,339,141 73,891,813
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

売上高 25,663,623 25,233,557

売上原価 20,983,155 20,685,928

売上総利益 4,680,467 4,547,628

販売費及び一般管理費 3,570,160 3,603,662

営業利益 1,110,306 943,966

営業外収益

受取利息 114,133 129,342

受取配当金 352,170 388,240

有価証券売却益 26,013 115,021

有価証券償還益 24,000 5,000

持分法による投資利益 ― 11,653

太陽光売電収入 41,729 46,346

為替差益 29,396 19,590

雑収入 48,340 70,007

営業外収益合計 635,784 785,202

営業外費用

支払利息 10,628 16,283

持分法による投資損失 78,358 ―

太陽光売電原価 15,727 15,527

雑支出 2,795 3,546

営業外費用合計 107,510 35,358

経常利益 1,638,581 1,693,810

特別利益

固定資産売却益 518 32,640

為替換算調整勘定取崩益 ― 190,532

特別利益合計 518 223,173

特別損失

固定資産除却損 74,218 14,139

固定資産売却損 713 ―

解体撤去引当金繰入額 295,300 ―

関係会社整理損 ― 1,016,800

特別損失合計 370,232 1,030,939

税金等調整前四半期純利益 1,268,867 886,044

法人税等 434,719 218,054

四半期純利益 834,147 667,989

非支配株主に帰属する四半期純利益 86,139 153,425

親会社株主に帰属する四半期純利益 748,008 514,563
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第３四半期連結累計期間

(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

四半期純利益 834,147 667,989

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △117,737 1,932,349

為替換算調整勘定 15,093 △5,447

退職給付に係る調整額 △18,252 △49,303

持分法適用会社に対する持分相当額 △4,419 △192,406

その他の包括利益合計 △125,314 1,685,191

四半期包括利益 708,832 2,353,180

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 613,319 2,166,111

非支配株主に係る四半期包括利益 95,513 187,069
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（持分法適用の範囲の重要な変更）

中間連結会計期間において、持分法適用関連会社であるTSN Wires Co., Ltd.の全株式を譲渡したことにより、

同社を持分法適用の範囲から除外しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合は、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

（キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

前第３四半期連結累計期間
(自 2024年４月１日
至 2024年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2025年４月１日
至 2025年12月31日)

減価償却費 1,028,021千円 1,028,719千円
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（セグメント情報等の注記）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 2024年４月１日 至 2024年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

(注) ２

四半期連結損益

計算書計上額

(注) ３
普通線材

製品

特殊線材

製品

鋲螺線材

製品

不動産

賃貸
計

売上高

外部顧客への売上高 6,958,370 12,637,389 5,507,796 123,134 25,226,691 436,931 25,663,623 ― 25,663,623

セグメント間の

内部売上高又は振替高
15,285 39,919 ― ― 55,204 ― 55,204 △55,204 ―

計 6,973,656 12,677,308 5,507,796 123,134 25,281,896 436,931 25,718,828 △55,204 25,663,623

セグメント利益 272,341 275,592 475,964 75,597 1,099,497 11,282 1,110,779 △472 1,110,306

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、めっき受託加工等を含んでおりま

す。

２. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 2025年４月１日 至 2025年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

(注) ２

四半期連結損益

計算書計上額

(注) ３
普通線材

製品

特殊線材

製品

鋲螺線材

製品

不動産

賃貸
計

売上高

外部顧客への売上高 6,646,148 12,973,780 5,093,137 120,976 24,834,043 399,513 25,233,557 ― 25,233,557

セグメント間の

内部売上高又は振替高
14,885 31,224 ― ― 46,109 ― 46,109 △46,109 ―

計 6,661,033 13,005,004 5,093,137 120,976 24,880,153 399,513 25,279,666 △46,109 25,233,557

セグメント利益 303,430 419,097 134,661 73,328 930,518 12,920 943,438 527 943,966

(注) １. 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、めっき受託加工等を含んでおりま

す。

２. セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去です。

３. セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。


